
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年７月 

夢の丘小学校 

保健室 

 雨が降る時間は少ないものの、湿度が高くジメジメとした梅雨らしい日が続いています。太陽が照

りつけるような気温の高い日でなくても、湿度の高い日には熱中症の危険はあるため、熱中症指数を

計測し、校庭や体育館での体育や活動を制限する日もありました。身体を少しずつ暑さに慣らしてい

きながら、熱中症予防や夏バテ予防も意識していけるよう、声をかけていきたいと思います。ご家庭

でもお声がけいただけたらと思います。 

私たちの体は、動かすと体内で熱が生み出され、体温が上昇します。 

この時、汗をかいたり血管を広げたりして皮膚から熱を逃がし、体温 

３６～３７℃くらいに保っています。しかし、暑い日に無理な運動を 

すると、この熱を逃がす機能が追いつかなくなり、体温が急激に上昇 

し、熱中症になってしまいます。

疲れがたまっていたり、普段の活動量が少ないと、体温調節機能が弱 

まり、外で少し体を動かしただけで”無理な運動”となり熱中症になり 

やすくなります。熱中症を予防できる生活習慣のヒントは次の通りです。 



 

 

 

 

これまで、１学期末に健康手帳を配付し、健康診断の結果をご確認いただき、保護者印

を押印した上で学校に返却していただいておりましたが、令和６年度より、健康手帳を廃

止し、年度ごとに「健康診断結果の一覧」を配付することとなりました。 

各検査・各検診の結果、受診が必要な場合には、各検査や各検診の後、「結果のお知ら 

せ」を配付済ですが、受診勧奨の有無に関わらず、すべての健康診断結果を一覧にし、配

付いたします。押印・返却は不要です。 

なお、健康手帳につきましては、校内での記録用紙として活用し、卒業時にご返却いた

しますので、ご承知おきください。 


